
令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書【コロナ対応版】 

制作団体名 有限会社 貞水企画室 

公演団体名 有限会社 貞水企画室 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記 七、はカット致します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞における新型コロナ感染症予防措置について 

 



感染拡大防止として下記対応を致します。 

  ①消毒、マスク等着用の徹底 

   ※公演の際は、出演者はマスクを外しての出演となります。 

    その為、ステージと児童・生徒さんの鑑賞エリアは十分な距離を取るようにいたします。 

  ②検温の実施および、体調問診票の提出 

 

またプログラムについては各学校様のご希望に応じて時間短縮等変更が可能です。 

 

タイムスケジュール（標準） 

タイムスケジュール例 9：00スタートの場合 

会場入り打ち合わせ 7：45～8：00 

会場準備      8：00～8：30 

入場開始      8：45～9：00 

ワークショップ開始 9：00～10：15  

※7をカットし、1時間 15分ですが、最大 45分まで短くすることが可能です。 

打ち合わせ     10：15～11：15 

撤収完了      11：15 

 

 

派遣者数 ※派遣者数の内訳を御入力ください 

出演者 3名 スタッフ 1名 計 4名 

 

学校における事前指導 

張り扇の作成 ※作り方は事前にお伝えいたします。  

全校生徒様対象としております。もしお時間が取れない場合は、発表会に参加する生徒様のみ

の作成でも可能です。ご相談下さい。 



令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書【コロナ対応版】 

制作団体名 有限会社 貞水企画室 

公演団体名 有限会社 貞水企画室 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   釈場の運営に参加 カットします。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記 四、はカット致します 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公演時間（90分） 

 

 

 



派遣者数 ※派遣者数の内訳を御入力ください 

出 演 者：  ６～７名 

スタッフ：  ４～５名 

合   計： １１～１２名 

 

タイムスケジュール（標準） 

前日仕込み( 有 ・ 無 ) 会場設営の所要時間(   3 時間程度 ) 

到着 仕込み 本公演 内休憩 撤去 退出 

 9時 9時～12時 13 時 30 分～

15時 

10分 15時～17時 17時 

※本公演時間の目安は、午後１時乃至２時からの概ね２時限分程度です。 

※基本的には午後公演ですが午前公演希望の場合、前日仕込みをご依頼する場合がございま

す 

※会場の構造により、片付終了が遅くなる可能性があります。 

 

※1時間 30分で組んでいますが、授業時間に合わせて、45分～1時間 30分の中で時間短縮

も可能です。 

 

実施校への協力依頼人員 

●特にありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



演目解説 

これからの日本を担う子供たちに、講談を知っていただきたい・・・ 

 

学校の先生方へ 

 

「講談」は「講釈」と呼ばれていました。それは江戸時代、字の読み書きが出来なか

った庶民の人たちに、浪人などの知識人が「太平記」などの歴史の本を解りやすく解

説を交え、そう講釈をしながら読んで聞かせていたからです。 

講談師が前に置く小机＝釈台には本来、本を置きます。今でも演目の事を「読み

物」と呼び、講談師（真打）を呼称して「先生」というのは、その当時の名残なのです。

講談師の祖先は、今の学校の先生みたいなものだったのです。 

 それが徐々に演芸として発達してゆきます。すると読み物は脚色が加えられ、 

話にメリハリを付けるために「張り扇」を叩いたりして、聞き手（お客様）が飽きないよう

様々な工夫が成されました。 

こうして講談は時代、時代の人々に愛され、今に繋がれて来ました。 

 

講談には、日本人が持つ先人からの知恵、人を思いやる道徳心、そして日本語の

美しさがあります。 

 

「風化しつつある大切なこと」・・・講談を通して学んでいただけます。 

 

～講談から実際にこんなことが学べます～ 

・言葉の大切さ（相手に伝わる話し方） 

・人と人との交わり方（友達・親子・先生と生徒） 

・目上の人との接し方や、言葉の使い方 

・面倒を見るということの意味（弱者や困っている人を助けること） 

・作業も工夫をすれば、こんなに早く終わる      などなど 

 

このプログラムを通して講談を知っていただき、「また観てみたい、聴いてみたい」と思

っていただけば幸いです。 

 

 

児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

 

 

児童生徒とのふれあい 

 

 


